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衆
議
院
議
員
河
野
太
郎
君
提
出
関
西
電
力
管
内
の
電
力
需
給
に
関
す
る
再
質
問
に
対
す
る
答
弁
書

一
に
つ
い
て

関
西
電
力
株
式
会
社
（
以
下
「
関
西
電
力
」
と
い
う
。
）
が
平
成
二
十
四
年
夏
の
最
大
電
力
需
要
に
対
応
す
る
た
め
に
行

う
揚
水
発
電
に
充
て
る
た
め
に
夜
間
に
確
保
で
き
る
電
力
量
は
、
約
三
千
九
百
五
十
五
万
キ
ロ
ワ
ッ
ト
ア
ワ
ー
で
あ
る
と
見

込
ま
れ
る
。
こ
れ
を
時
間
帯
ご
と
に
見
る
と
、
そ
れ
ぞ
れ
、
二
十
二
時
台
で
約
三
十
三
万
キ
ロ
ワ
ッ
ト
ア
ワ
ー
、
二
十
三
時

台
で
約
二
百
十
一
万
キ
ロ
ワ
ッ
ト
ア
ワ
ー
、
零
時
台
で
約
四
百
五
十
一
万
キ
ロ
ワ
ッ
ト
ア
ワ
ー
、
一
時
台
か
ら
六
時
台
ま
で

で
一
時
間
当
た
り
約
四
百
八
十
六
万
キ
ロ
ワ
ッ
ト
ア
ワ
ー
、
七
時
台
で
約
三
百
四
十
四
万
キ
ロ
ワ
ッ
ト
ア
ワ
ー
で
あ
る
と
見

込
ま
れ
る
。

二
及
び
三
に
つ
い
て

揚
水
発
電
は
、
夜
間
に
供
給
さ
れ
る
電
力
に
よ
り
く
み
上
げ
ら
れ
る
水
量
、
昼
間
に
揚
水
発
電
以
外
の
電
力
供
給
の
み
で

は
需
要
を
賄
え
な
い
時
間
（
以
下
「
揚
水
発
電
必
要
時
間
」
と
い
う
。
）
の
長
さ
等
に
よ
り
供
給
力
が
評
価
さ
れ
る
と
こ
ろ
、

関
西
電
力
管
内
に
お
い
て
は
、
一
に
つ
い
て
で
述
べ
た
夜
間
に
確
保
で
き
る
電
力
量
に
よ
り
く
み
上
げ
ら
れ
た
水
量
で
揚
水

発
電
に
よ
り
得
ら
れ
る
電
力
量
は
、
約
二
千
七
百
六
十
八
万
キ
ロ
ワ
ッ
ト
ア
ワ
ー
で
あ
り
、
ま
た
、
平
成
二
十
四
年
夏
の
電

一



力
需
要
が
最
大
と
な
る
日
に
お
け
る
揚
水
発
電
必
要
時
間
は
、
八
時
か
ら
二
十
二
時
ま
で
の
十
四
時
間
で
あ
り
、
ま
た
、
当

該
日
に
お
け
る
電
力
需
要
は
十
四
時
台
に
最
大
に
な
る
と
見
込
ま
れ
る
。
関
西
電
力
に
お
い
て
は
、
揚
水
発
電
に
よ
り
、
八

時
以
降
、
最
大
で
約
四
百
五
十
万
キ
ロ
ワ
ッ
ト
（
他
社
か
ら
の
供
給
が
見
込
ま
れ
る
約
十
六
万
キ
ロ
ワ
ッ
ト
を
含
む
。
以
下

同
じ
。
）
の
電
気
を
供
給
し
続
け
た
場
合
、
約
八
時
間
の
発
電
が
可
能
で
あ
る
が
、
十
六
時
以
降
は
発
電
が
で
き
な
く
な
る

と
見
込
ま
れ
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
揚
水
発
電
に
よ
る
供
給
力
を
時
間
帯
ご
と
に
見
る
と
、
そ
れ
ぞ
れ
、
八
時
台
で
約

八
十
万
キ
ロ
ワ
ッ
ト
、
九
時
台
で
約
三
百
五
十
万
キ
ロ
ワ
ッ
ト
、
十
時
台
か
ら
十
四
時
台
ま
で
で
約
四
百
五
十
万
キ
ロ
ワ
ッ

ト
、
十
五
時
台
で
約
二
百
二
十
万
キ
ロ
ワ
ッ
ト
で
あ
る
と
見
込
ま
れ
る
。
ま
た
、
揚
水
発
電
に
よ
り
、
八
時
以
降
、
最
大
で

約
三
百
万
キ
ロ
ワ
ッ
ト
の
電
気
を
供
給
し
続
け
た
場
合
、
約
十
一
時
間
の
発
電
が
可
能
で
あ
る
が
、
十
九
時
以
降
は
発
電
が

で
き
な
く
な
る
と
見
込
ま
れ
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
揚
水
発
電
に
よ
る
供
給
力
を
時
間
帯
ご
と
に
見
る
と
、
そ
れ
ぞ
れ
、

八
時
台
で
約
八
十
万
キ
ロ
ワ
ッ
ト
、
九
時
台
か
ら
十
七
時
台
ま
で
で
約
三
百
万
キ
ロ
ワ
ッ
ト
、
十
八
時
台
で
約
百
六
十
四
万

キ
ロ
ワ
ッ
ト
で
あ
る
と
見
込
ま
れ
る
。

四
に
つ
い
て

平
成
二
十
四
年
夏
の
電
力
需
給
の
見
通
し
に
つ
い
て
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
・
環
境
会
議
及
び
電
力
需
給
に
関
す
る
検
討
会
合
の

二



下
に
開
催
し
た
需
給
検
証
委
員
会
に
お
い
て
、
第
三
者
の
立
場
か
ら
客
観
的
に
検
証
し
た
上
で
、
同
年
五
月
十
四
日
に
報
告

書
（
以
下
「
需
給
検
証
委
員
会
報
告
書
」
と
い
う
。
）
を
取
り
ま
と
め
て
お
り
、
そ
の
中
に
お
い
て
、
ピ
ー
ク
時
間
帯
を
考

慮
し
た
時
間
別
料
金
メ
ニ
ュ
ー
に
つ
い
て
は
、
「
確
実
性
の
高
い
定
量
的
な
効
果
を
見
積
も
る
段
階
に
は
至
っ
て
い
る
と
は

言
え
な
い
」
と
さ
れ
た
こ
と
を
踏
ま
え
、
政
府
と
し
て
は
、
同
年
夏
の
電
力
需
給
の
見
通
し
に
お
い
て
は
、
こ
れ
を
見
込
ん

で
い
な
い
。

五
に
つ
い
て

コ
ジ
ェ
ネ
レ
ー
シ
ョ
ン
を
含
む
自
家
用
電
気
工
作
物
を
設
置
す
る
者
の
売
電
可
能
な
余
剰
電
力
に
つ
い
て
は
、
関
西
電
力

が
平
成
二
十
四
年
四
月
二
十
三
日
時
点
で
約
八
十
九
万
キ
ロ
ワ
ッ
ト
で
あ
る
と
見
込
ん
で
い
た
と
こ
ろ
、
需
給
検
証
委
員
会

報
告
書
に
お
い
て
、
「
売
電
可
能
な
も
の
は
、
ほ
ぼ
全
て
自
家
消
費
あ
る
い
は
売
電
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
お
り
、
（
中
略

）
現
時
点
で
、
供
給
力
と
し
て
、
自
家
発
に
よ
る
追
加
の
電
力
を
積
み
増
す
こ
と
は
困
難
と
い
わ
ざ
る
を
え
な
い
」
と
さ
れ

た
こ
と
を
踏
ま
え
、
政
府
と
し
て
は
、
同
年
夏
の
電
力
需
給
の
見
通
し
に
お
い
て
は
、
そ
の
更
な
る
積
増
し
を
見
込
ん
で
い

な
い
。

三


